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事務事業名 《交通安全施設維持補修事業》

会計区分 事業類型 法定受託系一般会計
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事業番号 241

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート
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要要要要

担当部

直接実施・

運営

60 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

歩道整備を進める

道路課

維持係

35

平成３０年度以降

道路

担当課

2

都市基盤

交通安全施設の維持補修及び設置により施設の機能を向上させ、交通上の安全を確保す

る。

・老朽化、損耗及び破損した防護柵、カーブミラー、道路照明灯等の交通安全施設の補修を

行う。また、危険な場所に交通安全施設の設置を行う。

・横断歩道橋は、計画的に補修及び落橋防止の地震時の対策工事を行う。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

○直接経費の内訳

【委託業務内容】

交通安全施設管理委託業務　（委託料：２２，９９５千円）

助成 0

8

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

道路法

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

4,627

0.00

0

78,795

62,257

72.6

62,257

0.00

0

78,795

0

0

4,361

0.00

0

4,361

0.00

75,401

85,727

0

費用合計

71,040 81,366

0

85,727

113.6

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

75,401

0

一般財源

Ｈ21決算額

交通安全施設管理委託業務　（委託料：２２，９９５千円）

区画線設置延長　３２，３９２ｍ　交差点表示器設置２１基　カラー舗装　２７０㎡

【工事内容】

防護柵設置　１１２１ｍ（工事請負費：３３，７３２千円）

道路反射鏡設置５３基、道路照明灯設置５基

横断歩道橋補修工事　１橋（工事請負費：９０３千円）

藤ヶ丘４号橋

　無

人件費

従事者数

人件費

0.82

（手段）

従事者数

Ｈ23決算額

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

57,630

Ｈ22決算額

0.870.82

126.5

Ｈ24予算額

74,700

0.77

0

00

0

4,095
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成成成成
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年年年年

生活道路の交通事故が増加傾向にあり、今後、交通事故削減のため、事故多発危険

事業番号
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ー

橋
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H21
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績績績績

H22

2

22

20

1

1,163

H23

0

1

1,200

5

20

1,121

基

防護柵設置

ー

道路照明灯設置

補修工事実施歩道橋

成果指標名

年間交通事故発生件

数（人身事故）

事業の

達成状況

活動指標名 H22

1,2001,200 1,500

H24H23

241

ｍ

22

0

1,549

20

1,549

H21

ー

1,186

件

住民からの要望や日常の管理により確認された施設の不具合において、補修を行

う。また、危険な場所に施設の設置を行うことにより、交通の利便性・安全性の向上が

図られている。

10

2

ー

H24

交通上の安全を確保するため、市民ニーズ等を十分に把握し、着実に事業を実施し

ていく。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

生活道路の交通事故が増加傾向にあり、今後、交通事故削減のため、事故多発危険

箇所、交通事故の発生割合が高く、交通の安全を確保する必要がある箇所などを、

整備推進する必要がある。

現状どおり事業を継続し、道路の交通上の安全を確保していくことが、道路を使用する全ての

市民の交通上の利便性・安全性につながることとなるため、現状維持とした。

方向性の判定 現状維持

改善案等

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

一次評価のとおり。現状維持

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

判定理由

交通安全施設の維持補修及び設置は、道路を使用する全ての市民の交通上の利便

性・安全性を確保する上で不可欠であるため、廃止を行えば道路環境の悪化につな

がることになると考える。


